
傾斜監視クラウドシステム（OKIPPA）
センサBoxだけで始められる傾斜監視システム

操作説明書
（管理者用）

（閲覧ユーザー用）

1西松建設株式会社

2024年1月

オ キ ッ パ

NETIS 登録番号 KT-190097-VE 



2

１．取り扱い上の注意事項

２．センサBoxについて

３．OKIPPAの設置から計測開始まで（暫定設定 ⇒ 本設定完了まで）

3-1．センサBoxの設置

3-2．ログイン

3-3．各種設定の入力（機器ごとの初期設定）

４．アラート通知の設定

５．管理画面

5-1．グラフ － 計測データの確認

5-2．グラフ － 写真登録、現在の姿勢表示

5-3．グラフ － 表示設定、データの取り込み、メモ登録

5-4．誇張表現

5-5．位置図

６．データ確認（複数の機器を同時に表示）

７．閲覧権限ユーザーの作成方法および登録

８．仕様など

目次



！危険！
〇センサBoxは、分解、改造を絶対にしないでください。
〇内蔵電池内部の液体などが目の中に入ったときは、こすらず、すぐにきれいな
水で洗った後、直ちに医師の診療を受けてください。

！警告！
〇高所からの落下など、強い衝撃を与えないでください。
〇火の中に投下したり、熱を加えたりしないでください。
〇電子レンジなどの加熱調理機器や高圧容器に入れないでください。

！注意！
〇高温多湿の場所で保管･放置しないでください。
〇水没する環境で使用しないでください。
〇度重なる衝撃は与えないでください。

【その他】
〇万が一、動作しなくなった場合、分解したりせず、弊社へご連絡ください。
〇本システムのセンサボックスは内蔵型電池であり、電池のみをお客様により交
換することはできません。
〇本システムのID及びパスワード等の情報は、第三者に漏れることないよう十
分に情報管理してください。

※本システムは「レンタルでのご提供のみ」とさせて頂いております。
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１．取り扱い上の注意事項



通気口

状態表示LED

電源ボタン

デバイスID

4

２．センサBoxについて

・各部の名称と仕様

項目 内容 備考

寸法 100×100×40 mm ASA樹脂

重さ 約300g

防水防じん仕様 IP67

使用温度範囲 -10～60℃ ※結露なきこと

使用湿度範囲 20～80%RH

内蔵電池 リチウムイオン電池
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３．OKIPPAの設置から計測開始まで

※電源ボタンを
３秒以上長押し

⇒OKIPPAのLED：
「緑色点灯→消灯」でON
「赤色点灯→消灯」でOFF

センサBoxを設置してから計測開始までの流れを下記のフローに示します。

自動で

温度補正完了
↓

次の計測データで

起点設定実施
↓

本設定完了

現場で パソコンで

センサBox
設置
↓

電源ON ※

各種設定の入力
↓

「設置完了」
のボタン押す

↓
暫定の起点設定

（自動）
↓

温度補正計算の
予約

本
監
視
の
開
始

＜設定項目＞
・測点名称 （○〇〇＿ID番号）
・傾斜角度のしきい値（注意、警告）

＜アラート項目＞
・アラート通知のアドレス登録
など

48時間経過設置当日
※注意
48時間経過までは、起点設定時刻を入力しない
でください。
本監視開始以降は、起点設定日時の手入力が
可能です。

＜設定項目＞
・アラート設定
：通知ON

P9～参照

P15～参照

暫
定
監
視
の
開
始

※注意
電源ON～数分間でGPS測位します。

設置場所が天空の開かれていない場合、
測位が成功しないことがあります。

うまく測位しない場合は、天空の開かれた
場所で即位させてください。

【重要】設置場所（写真）とOKIPPAのデバイスID を必ず控えておいてください。

電源ボタン



センサBoxは、設置箇所に適した方法で確実に設置してください。
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3-1．センサBoxの設置

土砂部

木杭等を打設しビス止め
（ビス：M３～４）

※温度影響の少ない単管杭「くい丸」
専用の取付具でも設置可能です

例：ネオジム磁石
（長期利用は不向き）

鉄部

マグネットを利用
（皿ビス穴：M３～４）
※必要に応じ、
結束バンドで固定

コンクリート部

プラグアンカーを利用
（ビス：M３～４）

ビス用のカバーを
開けた状態

例：プラグアンカー

設置完了後、スイッチを３秒以上長押しし、電源を入れてください。
※電源ボタン左のLED：緑色点灯→消灯でON

赤色点灯→消灯でOFF

※設置方向は、懸念される傾斜方向に天面シールの軸を合わせて設置されることをお勧め致します



3-2．ログイン

インターネットブラウザ（推奨：Google Chrome ）で下記のURLにアクセスすると、
下図の画面が表示されますので、別途でお伝えする「ID」「パスワード」を
入力してください。

OKIPPAサイトのURL：
https://okippanishimatsu.cumonosu.com/apps/okippaweb/index.html#/
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使用するシステムをクリックログイン



3-3．各種設定の入力（機器ごとの初期設定） １／７

サイドバーのグループ名をクリックするとID一覧が展開されます。

①グループ名の
横の「＋」を
クリック

②IDをクリック
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①「設定」をクリック
・しきい値等の設定
・計測間隔の設定 など

3-3．各種設定の入力（機器ごとの初期設定） ２／７



3-3．各種設定の入力（機器ごとの初期設定） ３／７
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②測点名の入力

①「測点名、しきい値の設定」をクリック
②測点名の設定
③設置姿勢による使用するアラートの指定
④しきい値の入力
⑤「保存」クリック ⇒次ページへ

①

④しきい値の入力

⑤
③設置姿勢



3-3．各種設定の入力（機器ごとの初期設定） ４／７
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設置姿勢により、使用するアラートを指定することができます。

「設定なし」：３つの全角度 従来と同じ仕様

「縦置き」 ： θシータ、φファイ

「横置き」 ： θシータ、ψプサイ

「斜め置き」： θシータ、φファイ



3-3．各種設定の入力（機器ごとの初期設定） ５／７
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②

①「設置完了・温度補正・起点設定」をクリック
②現地に設置されたら「設置完了」をクリックし、
下記の設定を自動予約します。
・暫定の起点設定
・温度補正
・48時間後の起点設定

⇒自動予約内容の解説は次ページへ

①

◇温度補正
標準仕様では、温度補正計算は年較差を考慮し、自
動計算を実施し、随時、自動で反映しています。
手動計算を実施されたい場合は、チェックボックス
を切り替えて操作してください。

◇初期値設定
センサボックスを移設した際など、起点（ゼロセッ
ト）を再設定したい場合に、使用してください。

⇒いずれの操作も、カレンダーボタンから日時を入
力し、実行ボタンを押してください。



3-3．各種設定の入力（機器ごとの初期設定） ６／７
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2022/01/01 10:01

暫定の起点設定の
自動実施

2022/01/03 10:00

起点設定の自動実施

⇒ 温度補正完了

2022/01/01 10:00

「設置完了」をクリック
⇒下記の自動作業を予約
・暫定の起点設定
・温度補正計算
・48時間後の起点設定

自動予約内容の解説：「設置完了」クリック後から設定完了までの流れ

温度補正計算の自動実施
（48時間）

！ご注意ください！
温度補正作業中に手入力で起点設定すると、
自動作業予約がキャンセルされます



3-3．各種設定の入力（機器ごとの初期設定） ７／７
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◇端末設定
は、傾斜測定の周期などの変更が行えます。

変更後は『保存』ボタンをクリックしてください。

①「端末設定（測定間隔、衝撃、位置測位）」をクリック

◇端末操作
は、GPS測位の実施予約を指示します。

傾斜測定周期
：測定間隔を設定します（プルダウンで選択：15分～１日）
！注意！ 計測間隔を短縮すると、電池の消耗が早まります。

例：15分/回の場合、6カ月程度

衝撃検知閾値
：衝撃検知の感度を設定します（プルダウンで選択：無感～16G）

ダウンリンク問合せ周期
：設定変更を受け入れる間隔を設定します
※「ダウンリンク問合せ」とは、設定変更を受けるモードになること

【補足】
◇端末操作/◇端末設定
は、操作後に即時に変更されるものではなく、ダウンリンク問合せ周期で変更されますので、ご留意ください。

（設定例）
計測間隔：１時間／回 ダウンリンク問合せ周期：６回に１回
⇒最長で６時間以内に変更内容が反映されます。
※通信状態の影響により、変更が反映されない場合は、再度操作をお願い致します。
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４．アラート通知の設定 １／3

※注意※
アラート通知は、各閾値が超過した際のみ通知されます。
計測値が連続して超過した場合、２回目以降の超過時には
通知されませんのでご注意ください。

アラート通知の設定は、下記の流れで行ないます。
STEP-01 事前準備
・アラート種類の選定、アラート通知のアドレス登録

①

②

③アドレスを入力
「,(半角カンマ)」で複数のアドレスを登録できます

④保存（仮）

★48時間経過後、温度補正作業と起点設定が完了した後、通知設定をします（手順⑤）。
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４．アラート通知の設定 2／3

STEP-02 アラート通知の開始（温度補正完了後）
・「メール通知機能」－「使用する」にチェックする

2022/01/01 10:01
暫定の起点設定の
自動実施

2022/01/03 10:00
起点設定の自動実施
⇒ 温度補正完了

温度補正計算の自動実施
（48時間）

⑤アラート対象の機器ＩＤを選択し、保存

⇒アラート設定の完了
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しきい値の入力箇所と設定可能範囲

４．アラート通知の設定 3／3

種類 設定入力箇所 初期設定 設定可能範囲

傾斜注意
ﾀﾌﾞ[設定] ー ﾀﾌﾞ「端末設定」
ー 閾値「注意」

上値：＋１度
下値：ー１度

0.1度～89.9度
（0.1単位まで）

衝撃 or 傾斜警告

ﾀﾌﾞ[設定] ー ﾀﾌﾞ「端末設定」
ー閾値「警告」

上値：＋５度
下値：－５度

同上

ﾀﾌﾞ [設定]ーﾀﾌﾞ 「端末設定」
ー 「衝撃検知閾値」

４Ｇ 無感～16G

無通信時間超過 ﾀﾌﾞ[設定] ー ﾀﾌﾞ「端末設定」
ー 閾値「接続監視」

３００分 １分～999分

電圧降下 内蔵電圧の残圧が減少し、交換時期が近付いていることを通知します



5-1．管理画面：グラフ － 計測データの確認
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「グラフ」をクリック



5-1．管理画面：グラフ － 計測データの確認
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クリックすると表示・非表示が切り替わります

「グラフ」で計測データを確認します。 設置姿勢で管理するデータが異なります
・縦置き時 ：φ、θ
・横置き時：ψ、θ



5-2．管理画面：グラフ － 写真登録、現在の姿勢表示
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設置状況の写真を登録してください 現在の姿勢を表示します
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・CSVダウンロード
表示している期間及び項目のデータをダウンロードします。

※計測データの取込みは、機器ごとに実施してください。

・グラフ表示設定
表示したい項目や期間を
変更できます。

・メモ登録
残したいメモを登録できます。

5-3．管理画面：グラフ － 表示設定、データの取り込み、メモ登録



5-3．管理画面：グラフ － 表示設定、データの取り込み
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①クリック

②期間の設定

③項目の設定

④保存

グラフの表示設定、データの取り込み

⑥「CSVダウンロード」を
クリック

⑦CSVファイルが
ダウンロードされます

⑤グラフの表示が
変更されます



5-3．管理画面：グラフ － メモ登録
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・メモ登録
①クリック

③入力完了後、登録

②メモを記載



5-4．管理画面：誇張表現
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①「誇張表現」をクリック

差分値に倍率をかけ、変状を誇張して表現することで、変状傾向を明示できます。



5-4．管理画面：誇張表現
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②倍率を入力
起点設定時 現在の姿勢

（倍率表示前）
現在の姿勢

（倍率表示後）

④差分値に倍率をかけ、
誇張して表示されます

③「保存」



5-5．管理画面：位置図
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「位置図」をクリック



６．データ確認（複数の機器を同時に表示）

閾値を超過した場合、アラート通知の送信先に登録したメールアドレスに送信されます。

※アラートの種類
・衝撃検知
・電池電圧降下
・無通信時間超過 etc.
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①クリック

②クリック



６．データ確認（複数の機器を同時に表示）

閾値を超過した場合、アラート通知の送信先に登録したメールアドレスに送信されます。
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③表示設定を選択
・デバイス（機器番号）
・期間
・データ
・プロットありorなし

④保存



７．閲覧権限ユーザーの作成方法および登録

入力したアドレスに案内メールが自動送信されますので、案内に従って登録してください。
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①クリック

③ID作成を連絡したい「メールアドレス」と
「ユーザ名」を入力し、「登録」をクリック

②クリック

④入力した「メールアドレス」に
送信されたメールの案内に従って
登録を完了してください
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センサボックス

サイズ 10cm×10cm×4cm

測定範囲 ±180°

分解能 0.06° （精度：約0.1°）

傾斜計測・通信間隔 標準：１時間に１回 （遠隔操作で変更可能／間隔：15分～１週間）

GPS測位 標準：１週間に１回（位置測位のみ）

衝撃検知 無感～１６G（ノック程度～ 初期設定：４Ｇ）

地磁気（方位角） 標準：１週間に１回 ※磁気影響がない場合

ボックス仕様 IP67 （IEC規格）

使用可能温度範囲 -10～60℃

使用可能湿度範囲 20～80%RH（結露なきこと）

電源 リチウムイオン電池

電池稼動期間 標準：2年間 ※１時間に１回通信する場合（標準温度20℃で使用時の試算）

無線通信規格

LPWA（Low Power Wide Area） 省電力広域無線通信 Sigfox（シグフォックス）

クラウドサーバー

計測データの確認 インターネット環境で常時確認可能

計測データの取り込み CSVもしくはExcelでダウンロード可能

アラート通知 管理画面およびメール通知で可能

８．仕様など

※草木で覆われた状態や積雪約３ｍの状態から通信実績あり

スマホの水平器アプリ程度。
SMW等の連壁の監視には不向き。


